
海部会
⻄尾市東幡⾖海岸
にて、現地の⽣き物
やゴミの状況を視察

⼭部会
根⽻村、豊⽥市、
恵那市、岡崎市で
フィールドワークを
実施

市⺠部会
「マイクロプラスチック」、
「ネオニコチノイド系農
薬」に関する公開講
座を開催

川部会
鵜の⾸地区の掘削
場所や時瀬地区の
置⼟箇所を⾒学

資料４

海部会 抜粋
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海部会の活動進捗報告｜令和3年度の当初⽬標

ごみの問題

＜テーマ＞

○ ごみの質も以前とは変化してきている。特にマイクロプラスチックの問題は、拾って処分

できるものではないため、最新の情報を共有する。

＜解決⼿法＞

《令和3年度の当初⽬標》
今までの取り組みをふりかえりながら、アサリの問題、マイクロプラスチックの問題、⼟砂の問題に対して、情報
共有と意⾒交換を⾏う。

豊かな海の再⽣に
向けた取り組み

○ アサリをはじめとする三河湾の⽣物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意

⾒交換と、「きれいな海＝豊かな海」ではないという認識の周知を⾏う。

海と⼈の絆再⽣
○ 海の⽣き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす。

○ 外部への発信を⾏う。

⼟砂の問題
○ ⼟砂移動に関する情報共有を⾏う。



活動（参加者数） ⽇時 場所

第46回ＷＧ（23名） 6⽉14⽇（⽉）
13:00-16:00 ・⻄尾市役所会議棟 2階 第4会議室

第47回ＷＧ（23名） 8⽉4⽇（⽔）
13:30-17:20 ・東幡⾖海岸および東幡⾖漁協事務所

第48回ＷＧ（27名） 10⽉12⽇（⽕）
14:00-16:30 ・⻄尾市役所本庁舎 5階 53ABC会議室

第11回海部会
まとめの会（16名）

12⽉14⽇（⽕）
14:00-16:00 ・⻄尾市役所会議棟 2階 第4会議室
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海部会の活動進捗報告｜令和3年度の活動スケジュール

海部会の活動として、WGを３回、まとめの会を1回開催した。

※参加⼈数はオンライン参加者、事務局含む



海部会の活動進捗報告｜令和3年度の活動成果
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ごみの問題 ｜ 今年度の活動⽅針に対する進捗状況

＜ごみの問題に関する情報共有と現地視察＞

○マイクロプラスチックに関する公開講座に参加し、最新の情報を共有した。
○⻄尾市東幡⾖海岸を訪れ、漂着ごみの観察やごみ問題の啓発について、現地視察および意
⾒交換を⾏った。

東幡⾖海岸現地視察のようす
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豊かな海の再⽣に向けた取り組み ｜ 今年度の活動⽅針に対する進捗状況

＜アサリをはじめとする三河湾の⽣物資源回復に向けた具体的な取り組みに関する意⾒交換と、
「きれいな海＝豊かな海」ではないという認識の周知を⾏う。＞

○吉⽥漁業協同組合の⽯川甚右衛⾨⽒より、⽮作川浄化センター放流⼝〜放流先海域にお
ける窒素・リンなどの計測結果と、アサリ・ノリの現状について、ご説明いただいた。

○⻄尾市東幡⾖海岸にて、⼲潟に⽣息する⽣き物（節⾜動物・海藻類・⿃類等）を観察し、
三河湾の⽣物資源の現状について、意⾒交換を⾏った。

吉⽥漁業協同組合の⽯川甚右衛⾨⽒より、情報提供いただいた資料（⼀部抜粋）

海部会の活動進捗報告｜令和3年度の活動成果
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海と⼈の絆 ｜ 今年度の活動⽅針に対する進捗状況

＜海の⽣き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす＞
○⽮作川環境技術研究会の野⽥⽒より、「⼀⾊⼲潟観
察会」や「海岸・清掃と⽣き物調べ学習会」などの海に
関わる活動内容について、ご説明いただいた。

＜外部への発信を⾏う＞
○⽇本陸⽔学会第85回東京⼤会での発表を通し、外部への発信を⾏った。
○⽮作川⽔系流域治⽔プロジェクトの概要について、情報共有を⾏った。

野⽥⽒（⽮作川環境技術研究会）による話題提供
（資料⼀部抜粋）

井上⽒（伊勢・三河湾流域ネットワーク）による話題提供（資料⼀部抜粋） ⽮作川⽔系流域治⽔プロジェクト【ロードマップ】（⼀部抜粋）

海部会の活動進捗報告｜令和3年度の活動成果
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⼟砂の問題 ｜ 今年度の活動⽅針に対する進捗状況

＜⼟砂移動に関する情報共有を⾏う＞
○時瀬地区における置⼟実験の概要について、情報共有を⾏った。
○「ダム堆積砂を利⽤した三河湾における⼲潟・浅場の再⽣」について情報共有を⾏い、三河湾
⼲潟・浅場の現状、愛知県の取組等について、意⾒交換を⾏った。

⻘⼭⽒（愛知県⽔産試験場）による話題提供（資料⼀部抜粋）

海部会の活動進捗報告｜令和3年度の活動成果



テーマ別の活動⽬標（案）

海部会の今年度の活動⽬標（案）
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■ごみの問題
○ごみの問題は、三河湾だけではなく伊勢湾全体の課題であるため、より広い範囲での情
報共有と発信を⾏うとともに、ごみ問題に関わる活動との連携をはかる。

○4つのテーマに対して情報共有と意⾒交換を⾏うだけでなく、情報を発信する。また、それぞれの
テーマについて、相互に作⽤し合っていることを意識しながら、課題の解決⼿法について検討する。

令和4年度の活動⽬標（案）

■豊かな海の再⽣に向けた取り組み
○引き続き、アサリやノリをはじめとする三河湾の⽣物資源回復に向けた具体的な取り組み
に関する意⾒交換を⾏う。
○「きれいな海＝豊かな海」ではないという認識を、⼭・川・海共通の課題として周知する。
○豊川などの⾃然再⽣に関わる活動について、情報を共有する。

■海と⼈との絆再⽣
○海の⽣き物に触れ合うことによる上下流連携をめざす。
○アートやダイバーシティなど、新しい視点を体験・⾒学し、各種課題の⽷⼝を模索する。

■⼟砂の問題
○河川の治⽔事業や⼲潟造成事業など⼟砂に関わる具体的な事業を通して⼟砂問題の
認識を深めるとともに，他部会との情報共有および意⾒交換を⾏う。


